
のご紹介

鳥取大学ではマリンナノファイバーの化粧品展開として
アサヒグループのアサヒフードアンドヘルスケア株式会
社との共同商品の開発に成功しています。本商品はマリン
ナノファイバーの保湿効果により肌の乾燥・刺激を防ぐ敏
感肌用化粧品の「素肌しずくうるおいミルク」としてテス
ト販売中です。

商品の事例紹介

提供商品（予定）

商品名

性状

固体分濃度

形状

原料

安全性

アレルギー性

マリンナノファイバー分散液

キチンナノファイバー （ファイバー表面をキトサン化することも可能）

～1 wt%

スラリー状～ゲル状

カニ殻由来のキチン粉末（純度99%以上）

問題なし ※一般毒性試験〔試験機関：（株）日本科学ほか〕

陰性　※公定法による

鳥取大学産学・地域連携推進機構　マリンナノファイバー担当
〒680-8550  鳥取県鳥取市湖山町南4丁目101
電話：0857-31-6716　メール：info@ml.cjrd.tottori-u.ac.jp
ホームページ：http://www3.cjrd.tottori-u.ac.jp/Nanofiber

C ASAHI FOOD & HEALTHCARE CO  LTD., .

に関するお問合せは…

鳥取大学大学院工学研究科　准教授
伊福　伸介
学歴：京都大学大学院博士課程　博士（農学）
職歴：京都大学、ブリティッシュコロンビア大学の研究員を経て、鳥取大学に赴任、2011年か
ら現職
受賞歴：2013年に若い世代の特別講演会講演証（日本化学会）、科学技術分野の文部科学大
臣表彰 若手科学者賞など

開発者は鳥取大学赴任当時から大量に廃棄されるカニ殻の有効利用研究を開始し、2008年に世界で初めてキチン（カニ
殻の主成分）から超極細繊維のナノファイバーの形で取り出し、マリン（キチン）ナノファイバーの作製に成功している。現
在は鳥取大学内の農学部・医学部などと連携してマリンナノファイバーの有用な生体機能を多く見出し、その応用展開を
図っている。2013年には文部科学省の大学発新産業創出拠点プロジェクト（START）の採択を受け、マリンナノファイ
バーの事業化を進めている。

開発者紹介



●ヘアレスマウスへの
　マリンナノファイバー塗布実験

8時間後

上皮組織

コラーゲン繊維

●3次元皮膚モデル（表皮組織）

24時間後

角質層

顆粒層

有棘層

基底層

 水のみ マリンナノファイバー添加水

顆粒の減少 顆粒豊富

細胞の間隙 細胞構造維持

●血清MCP-1濃度（炎症性サイトカイン）

●NF-κB免疫染色

●小麦生地強度測定（SDS沈降テスト）

●体重増加（g）
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●肝臓組織（脂肪は白色）
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通常食 高脂肪食 マリンナノファイバー

●大腸炎の臨床スコア

キチン
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●強力粉への添加効果

●皮膚組織のスコア判定表

強力粉
（250g）

強力粉
（200g）

強力粉（200g）＋
マリンナノファイバー
（1.5mg/1g小麦粉）

●薄力粉への添加効果

薄力粉
（200g）

薄力粉（200g）＋
マリンナノファイバー
（1.5mg/1g小麦粉）

100nm

●マウスの大腸組織

マリンナノファイバー

大腸粘膜損傷などを抑制する

大腸炎 （コントロール） 100μm 100μm

ヘアレスマウスの背中にマリンナノファイバーを塗布した皮膚を8
時間後に採取し、HE染色を施し皮膚組織の変化を観察しました。
その結果、マリンナノファイバーを塗布すると、顕著に上皮の厚み
を増大させ、その下の膠原繊維（コラーゲン繊維）の密度を向上さ
せることがわかりました。

アンチエイジング効果

高脂肪食誘発肥満モデルマウスを用い、マリンナノファイバーの抗肥
満効果を評価しました。この結果として、ナノファイバーは体重増加
を抑え、肥満遺伝子に由来するホルモンであるレプチンの濃度を低
下させます。また肝臓等に脂肪をつくことが抑えられ、高いダイエッ
ト効果が認められキトサンのように風味を損なうこともありません。

ダイエット効果

潰瘍性大腸炎モデルマウスを用い、抗炎症効果を評価しました。マ
リンナノファイバーは腸内のバリア機能などにより大腸の炎症を抑
える効果があることが明らかになりました。また作用機序として炎
症性サイトカインやNF-κB活性抑制が関与していることを見出し
ています。

整腸作用（腸内環境改善）

マリンナノファイバーは小麦粉の生地強度を強めることができま
す。通常パンには使用できない薄力粉でも膨らむパンをつくること
ができ、また同程度の膨らみを少ない量の強力粉でも実現可能で
す。ダイエット効果、整腸作用などをもつ付加価値の高い、新しい小
麦粉製品の開発が可能です。

小麦生地の強化（製パン性の向上）

3次元皮膚モデルを利用してマリンナノファイバーの表皮組織へ
の効果を検討しました。マリンナノファイバーを添加した水では長
時間、皮膚のバリア機能が向上し、外部からの刺激を防ぎ、保湿性
を高めることが期待できます。

保湿効果

とは…

塗布なし マリンナノファイバー塗布

薄力粉

タンパク質含量

中力粉 強力粉
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●小麦粉の加工製品と適する粉の種類

接着構造
崩壊

視覚的に
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顆粒層数 細胞内顆粒の密度

細胞間間隙 核の明瞭さ
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100μm 100μm 100μm

大腸炎 マリンナノファイバー

通常食

肝臓重量
精巣周囲脂肪重量

高脂肪食

1.0 ± 0.1
0.3 ± 0.1

1.8 ± 0.1
2.3 ± 0.1

1.3 ± 0.1*
1.5 ± 0.1*

1.5 ± 0.2*
1.5 ± 0.2*

マリンナノファイバー
＋ 高脂肪食

キトサン
＋ 高脂肪食

2015.2.1作成

・アセチルグルコサミンが連なった直鎖構造
・甲殻類や昆虫の外皮を構成する多糖類
・年間生物合成量は　1×１０９～１０１１トン
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マリンナノファイバー（マリンNF）とは、鳥取大学の特許技術により、カニ殻などの甲殻類の外皮から製造された極細（10～
20nm）のキチンナノファイバーです。従来のキチン粉末では出来なかった、水中での均一な分散性が実現され、他の材料との配
合・成形が容易になりました。さらにはナノファイバーにすることで新しい機能・効用も多く発見されています。
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・アンチエイジング効果
・保湿効果 など

・病原菌への抗菌性
・作物の免疫活性化
・生長促進 など

・高強度
・高弾性
・低熱膨張
・透明性 など

・やけど  
・傷の治癒
・潰瘍性大腸炎の緩和
・生体用接着剤 など

・ダイエット効果
・整腸作用
・小麦生地強化
 （製パン性向上）
　　　　　　　など

※その他への用途展開
　機能性衣類、塗料 など
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※薄力粉+0.1%キチン・マリンNF添加
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